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新春対談　防災元年 
 

テレビ広報　新春特別番組
～東日本大震災に学ぶ～

「災害に強いまちづくりに向けて」

■ トピックス ■ T O P I C S
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 今号の主な内容 L I N E U P

　４・５㌻で掲載している新春対談の模様を放映
します。ぜひご覧ください。
放送局　テレビ神奈川（ｔｖｋ） 
放送日時　１月１日（祝）午前１１時３０分～正午 
※１月上旬から、市ホームページの  広報  →  テ
レビ  からもご覧になれます。 

お問い合わせ　広聴広報課　1０４２－７６９－８２００

「潤水都市 さがみはら」は、政令指定都市・ 
相模原の、未来へ向かう合言葉です。 

じゅん すい と し 
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人 口  719,840人　（194増）　
男  361,882人/女  357,958人

世 帯  306,845世帯　（213増）
１２月1日現在（　）は前月との増減

年頭のごあいさつ
相模原市長　加山俊夫

　市民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた、輝かしい

新年をお迎えのことと存じます。

　

　昨年私たちは、東日本大震災という、忘れることのできな

い未曾有の災禍に見舞われました。

　この震災からの復興に向けましては、これからも困難な課

題とともに、長い道のりが予想されます。今も被災地に向け、市民の皆さまがさまざ

まな支援を行われていることに、心から敬意を表します。

　また、福島第一原子力発電所の事故は、電力不足や放射線への不安だけでなく、わ

が国のエネルギー問題や私たちのライフスタイルに対する考え方にも強く影響を及ぼ

しております。被害の全貌は 未 だに明らかになっておりませんが、一日も早い収束に
いま

向け、国民の英知を集めて取り組んでいく必要があります。

　一方で、昨年は、「なでしこジャパン」がサッカー女子ワールドカップで世界一の

座を獲得するという大変うれしいニュースもありました。テレビ画面を通して見た“な

でしこ”たちの最後まで諦めないプレーやチームメイト同士の絆・信頼感などに、多

くの国民が感動し、励まされました。

　私自身といたしましても、市民の皆さまに支えられ、２期目の市政運営の重責を担

うこととなりましたが、「なでしこジャパン」のように市民の皆さまの絆が強まり、

地域力を結集していくことにより、一丸となって魅力あるまちづくりを推進していく

ことを夢見ております。

　閉塞感漂う時代ですが、このようなときだからこそ、市民一人ひとりが希望を抱き、

夢に向かって力強く前進していくことが大切です。市政運営にあたりましても、防災

や福祉、医療、教育の拡充、産業集積や雇用創出、環境保全など幅広い分野において

市民サービスの向上を図り、市民の皆さまが安全で、安心して、心豊かに日々の生活

を送ることができるよう、一歩ずつ着実に取り組んでまいります。

　

　最後になりますが、市政への皆さまの変わらぬご協力を賜りますようお願い申し上

げますとともに、本年が皆さまにとりましてよい一年となりますことを心よりお祈り

申し上げます。

輝きあふれる輝きあふれる輝きあふれる に向かってに向かってに向かって

光明学園相模原高校　和太鼓部
　昨年７月岩手県盛岡市で行われた、第３５回全国高等学校総合文化祭郷土芸能部門に出場。戦国時代の壮絶な戦いをモチーフにし
た、オリジナル曲「陣」で、同部門最高位の文部科学大臣賞を受賞しました。
　今年も先輩たちが築いた伝統を受け継ぎ、心に響く演奏を届けます。
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タタウウンンミミーーテティィンンググをを開開催催
　高齢者がいきいきと充実した生活を送ることができるよう、老人福祉法
に定められている「老人福祉計画」と、介護保険法に定められている「介
護保険事業計画」を一体のものとして策定する計画（素案）について、市
民の皆さんと意見交換を行います。

※希望者は直接会場へ
お問い合わせ　高齢者福祉課　1０４２－７６９－８３５４

定　員会　場時　間日にち

各６０人
（先着順）

南保健福祉センター
午後７時３０分
～９時　

１月１１日（水）
市民会館第２大会議室　　１２日（木）
ソレイユさがみ　　１３日（金）

応募方法　往復はがき（１人１枚）に記入例のとおり書いて、
１月２３日午後５時（必着）までに財務課へ
※封書でも申込可〈記入例の往信面（裏面）の内容を書いた紙と、返
信用はがき（切手貼付。記入例の返信面のとおり記入）を同封〉
※１枚の往復はがきで複数人の申し込みをした場合や１人で複
数の申し込みをした場合、記入漏れ・誤りがある場合などは
無効になります。
抽　選　１月２６日（木）午前９時３０分、市役所第２別館３階で抽
選を公開します（当選・落選のお知らせをするものではあり
ません）。
※抽選結果は返信はがきでお知らせします。２月２日までに届
かない場合はコールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ
購入方法　２月６日～１４日に必ず申込者本人が当選はがきを持
って、取扱金融機関へ
※取扱金融機関での説明や購入手続きに時間がかかり、窓口が
大変混雑する場合があります。
※申し込み・購入についての注意事項など詳しくは、各行政資料
コーナー・まちづくりセンター・出張所・公民館・取扱金融機関
で１月４日から配布するチラシか、市ホームページの 市政
情報 → 政策・総合計画・財政 をご覧ください。

購入対象者　平成２４年１月１日現在、市内在住（住民登録・外国人登録が
必要）の２０歳以上の人

購入限度額　一人あたり額面５００万円まで（今回の購入限度額）
※購入時の手数料や諸費用は不要
最低購入額　額面１０万円から１０万円単位で購入可
発行価格　額面１００円につき１００円
利　率　固定金利（２月３日に決定。直近の５年利付国債の利回りを０．１％

程度上回るよう設定する予定）
利払い日　毎年８月２５日と２月２５日の年２回
償還日　２９年２月２４日（５年満期一括）　　発行日　２月２４日（金）

発行総額　１０億円（応募額が各金融機関の取扱額を超えた場合は抽選）
券　面　一般債振替制度（債券のペーパーレス化）に伴い、券面の発行は

ありません。債券は口座管理機関（購入した金融機関）に作った口
座で管理されます。元利金は指定口座に自動的に入金されます。

マル優・特別マル優　身体障害者手帳の交付を受けている人や寡婦年金の
受給者などが利用できます。

取扱金融機関
横 浜 銀 行　市内全店舗、町田支店、相模台支店、座間支店〈取扱額６億円〉
八千代銀行　市内全店舗、町田支店（金森・旭町出張所を含む）、相原支

店、相武台支店〈取扱額４億円〉

市市債債「「ささががみみははららままちちづづくくりり債債（（５５年年債債））」」をを発発行行
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記入不要 
（白紙） 

５２７７  ２５２  ５０ 

　往信面（あて先）　　返信面（裏面） 返信面（あて先）　　往信面（裏面）

申
込
者
住
所 

１．申込者の氏名（ふりがな） 
２．申込者の郵便番号・住所 
３．申込者の生年月日 
４．電話番号（日中の連絡先） 
５．購入希望金額 
　（１０万円単位で１０万円～５００万円） 
６．購入希望銀行名 
　　　　　　（支店名まで） 
　（取扱金融機関※を１か所記入） 
７．「はがきの内容を銀行へ 
　　提供することに同意する」 
　　と記入 

申
込
者
氏
名 

様 

返信 

５０ 

※取扱金融機関 
　「横浜銀行○○支店」か「八千代銀行○○支店」 

往復はがき記入例

ご意見をお待ちしていますご意見をお待ちしています
平成２４年度食品衛生監視指導計画（案）
　食中毒の発生や不衛生な食品の流通を防ぐため、スーパーや飲食店など
への立ち入り検査、食品の抜き取り検査などの施策を示す計画（案）
計画（案）の配布・閲覧場所　
　生活衛生課、各消費生活センター・行政資料コーナー・公民館
※市ホームページの　暮らしの情報　→　健康 ･衛生 ･医療　→　食品衛生　でも
ご覧になれます。

意見の提出　直接か、郵送、ファクス、Ｅメールに住所、氏名、電話番号
を書いて、１月４日～２月２日（必着）に生活衛生課（〒２５２－５２７７
中央区中央２－１１－１５　1０４２－７６９－９２３４　6０４２－７５０－３０６６　Ｅ
メールseikatsueisei-1@city.sagamihara.kanagawa.jp）へ

第５期相模原市
高齢者保健福祉計画（素案）

条例（案）等の配布・閲覧場所
　各担当課・行政資料コーナー・まちづくりセンター・出張所・公民館
（青根・沢井公民館を除く）・図書館
※市ホームページの 市へのご意見・ご提案 → パブリックコメント でも
ご覧になれます。

意見の提出　直接か、郵送、ファクス、Ｅメールに住所、氏名、電話番
号、意見を書いて、１月４日（図書館は１月４日は休館）～２月
２日（必着）に各担当課へ

※施設の休館日については、市ホームページの 施設一覧 をご覧になる
か、１月４日から各施設へお問い合わせください。

ごご意意見見ををおお寄寄せせくくだだささいい
　地方分権改革に伴う次の条例の制定・改正に向けて、ご意見をお待ちし
ています。
特定非営利活動促進法の改正に伴う認証手続等に係る条例の制定について
　同法の改正に伴い、４月から本市が所轄庁として特定非営利活動法人の
認証・認定事務を実施するための条例の制定
担当課　市民協働推進課　〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－１５ 

1０４２－７６９－９２２５　6０４２－７５４－７９９０ 
Ｅメール partnership@city.sagamihara.kanagawa.jp

相模原市立図書館条例改正（案）
　市立図書館の活動や運営に関して協議する図書館協議会の委員の委嘱基
準等について定めるための条例改正
担当課　市立図書館　〒２５２－０２３３　中央区鹿沼台２－１３－１ 

1０４２－７５４－３６０４　6０４２－７５４－０７４６ 
Ｅメール tosyokan@city.sagamihara.kanagawa.jp

相模原市立博物館条例改正（案）
　市立博物館の活動や運営に関して協議する博物館協議会の委員の委嘱基
準等について定めるための条例改正
担当課　市立博物館　〒２５２－０２２１　中央区高根３－１－１５ 

1０４２－７５０－８０３０　6０４２－７５０－８０６１ 
Ｅメール hakubutsukan@city.sagamihara.kanagawa.jp

パブリックコメント市ひとり親家庭在宅就業支援事業市ひとり親家庭在宅就業支援事業
　市内在住のひとり親家庭に対して、子育てと仕事の両立がしやすい在宅
就業の環境整備を図るとともに、経済的な自立を支援することを目的に、
２月から、同事業を開始します。
事業の概要
○参加者の能力開発
　ＩＴ（情報技術）を活用したコールセンター業務、データ入力業務な
どの在宅就業の支援を行います。また、コミュニケーション能力やビジ
ネスマナーなどを学ぶビジネススキル訓練、ＩＴの基礎知識・技術を身
に付けるＩＴスキル訓練等を行い、訓練手当を支給します。
基礎訓練　４か月（月５４時間以上）訓練し、月額５万円を支給
応用訓練　実務を行いながら１０か月（月２８時間以上）訓練し、月額２万

５，０００円＋実務報酬を支給
○在宅業務の提供
　訓練修了者には、訓練修了後も継続して在宅業務を提供します。

○参加者への支援
　託児スペース、２４時間年中無休で利用できる相談窓口などを設けます。
対　象　市内在住のひとり親家庭の父か母で、２０歳未満の子と生計を同じ

にしている人＝６０人（選考）

参加者募集

募集説明会　※事業へ参加するには説明会への出席が必要です
時　間日にち会　場

午後４時・７時１月１３日（金）・１７日（火）
サン・エール
さがみはら 午後２時１５日（日）

午前１０時、午後２時１６日（月）・１８日（水）・２０日（金）
午後７時１６日（月）・１８日（水）・１９日（木）おださがプラザ

※説明会は３０分程度。その後、事業の参加希望者を対象に面接をします。
申し込み　同事業運営事務局のホームページ（http://www.sagamiha 

ra-telework.com）からか、電話で１月５日から同事務局へ

※詳しくは、こども青少年課、各こども家庭相談課などにあるチラシか、
同事務局のホームページをご覧ください。
お問い合わせ　同事務局（パソナテック内）　1０５０－３０３３－８５２２

お問い合わせ　商品・購入について　横浜銀行 相模原駅前支店　1０４２－７５４－１２３４
　　　　　　　　　　　　　　　　　八千代銀行 相模原支店　1０４２－７５３－１２１１
　　　　　　　　応募方法などについて　コールセンター　　　　1０４２－７７０－７７７７
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市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７
6０４２－７７０－７７６６○R

ちょっとおしえてコール相模原
午前８時～午後９時　年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

○おむつ代が、医療費控除の対象になる場合があります。
　初めての人は医療機関で発行する「おむつ使用証明書」で申告してくだ
さい。２年目以降の人は、条件を満たせば、市が交付する「おむつ代の医
療費控除に係る確認書」でも申告できます。同確認書の交付申請は、事前
に電話などで条件を満たすか確認のうえ、本人の介護保険被保険者証と印
鑑を持って介護保険課へ
○６５歳以上の要介護認定者で、身体の状態や認知症の度合いが、身体障害
者手帳や療育手帳を交付される人と同程度の人は、障害者控除の対象に
なる場合があります。

お問い合わせ
電話番号担当課内　容

０４２－７６９－８３２１
介護保険課

介護保険料、サービス利用料
０４２－７６９－８３４２おむつ代
０４２－７７５－８８１０

障害福祉相談課
　緑

障害者控除

０４２－７６９－９２６６中　央
０４２－７０１－７７２２　南
０４２－７８３－８１３６

保健福祉課

城　山
０４２－７８０－１４１２津久井
０４２－６８４－３２１６相模湖
０４２－６８７－５５１１藤　野

○介護保険料は、社会保険料控除の対象です。
○介護保険サービス利用料は、次の区分により医療費控除の対象となります。
※申告には領収書が必要　　（○＝対象、△＝２分の１が対象、×＝対象外）

※①要支援１・２の人が利用する介護予防サービスを含む
※②ケアプランに基づき、医療系サービスとあわせて利用する場合にのみ対象

食費居住（滞在）費１割負担額対象になるサービス

○訪問看護、訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導医

療
系居

宅
※
①

○○通所リハビリテーション
○○○短期入所療養介護

○※②訪問介護（生活援助中心型を除く）
訪問入浴介護、夜間対応型訪問介護福

祉
系

×○※②通所介護、認知症対応型通所介護

××○※②短期入所生活介護、小規模多機能型居宅
介護

△△△介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設施

設
○○○介護老人保健施設、介護療養型医療施設

所得税・市県民税
確定申告に向けて 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ににににににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控控除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除除

　語り手になるために必要なことやお話の選び方など、ストーリーテリン
グの基本的な知識やノウハウを学びます。
日にち　２月３日（金）・１７日（金）・２５日（土）、３月２日（金）
時　間　午前１０時～正午（２５日は午後２時～４時）
会　場　市立図書館（中央区鹿沼台）
対　象　市内の保育所、小・中学校などで読み聞かせ等ボランティアとし

て活動している人＝２０人（抽選）
申し込み　往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、ボランティア活動

経験年数、応募の理由、「ストーリーテリング入門講座」と書いて、
１月１１日（必着）までに同館（〒２５２－０２３３　中央区鹿沼台２－１３－１ 
1０４２－７５４－３６０４）へ

スストトーーリリーーテテリリンンググ入入門門講講座座〈〈全全４４回回〉〉
ボボラランンテティィアア養養成成講講座座 ～～おお話話をを覚覚ええてて語語るる～～

　市民の皆さんが撮影した、とっておきの１枚を展示します。

お問い合わせ　フォトシティさがみはら実行委員会事務局
（文化振興課内）　1０４２－７６９－８２０２

会　場時　間期　間
伊勢丹相模原店６階
アートギャラリー前

午前１０時～午後１０時
※１７日は午後６時まで１月１１日（水）～１７日（火）

ミウィ橋本５階
インナーガーデン　ほか午前８時３０分～午後１０時１月１８日（水）～２４日（火）

お問い合わせ　コールセンター　1０４２－７７０－７７７７

開始日区　分
１月４日（水）以降の
決められた曜日から一般ごみ、資源、容器包装プラの収集

１月４日（水）から
○粗大ごみなどの施設への持ち込み
○粗大ごみ戸別収集の申し込み　○し尿収集の受け付け
○浄化槽清掃の受け付け（橋本・大沢地区、中央区、南区のみ）

年始ごみ収集などのお知らせ年始 ごみ収集などのお知らせ

　日中に、市税（国民健康保険税を除く）の納付相談や納税ができない人のた
めに、窓口を開設します。また、電話相談もできます。
日　時　１月１２日（木）・１７日（火）午後５時３０分～７時

相談・お問い合わせ会　場
1０４２－７６９－８３００納税課※（市役所第２別館２階）
1０４２－７７５－８８０８緑市税事務所（シティ・プラザはしもと内５階）
1０４２－７４９－２１６３南市税事務所（市南区合同庁舎３階）

夜間納税相談窓口のご利用を夜間納税相談窓口のご利用を

※午後６時以降に市役所へ来庁する場合は、本館裏玄関の守衛室に申し出
てください。

フフォォトトシシテティィささががみみははらら 22001111「「私私ののここのの１１枚枚」」写写真真展展

第第６６代観光親善大使を募集代観光親善大使を募集
　あなたも観光親善大使になって相模原の魅力をＰＲしてみませんか。
任　期　４月１日～平成２５年３月３１日
賞　金　５万円（ほかに活動時報酬有り）　募集人数　３人以内（選考）
応募資格　次の全てに該当する人
○市内在住か在勤・在学で、モデル等の専属契約のない１８歳以上（２４年４
月１日現在）の人
○観光イベントやキャンペーン、メディア等で、ステージ出演、チラシ配
布、雑誌取材、テレビ・ラジオ出演など観光ＰＲ業務ができる人
○年間１５回程度（土・日曜日、祝日を含む）の活動に参加できる人
○市観光協会ホームページの「観光親善大使のブログ」で活動内容などの
報告を積極的にできる人
※書類審査通過者への面接（２月１８日予定）で、特技のある人は演技など
を披露してもらいます。
申し込み　商業観光課、各経済観光課・まちづくりセンター・公民館にあ

る応募用紙を、２月３日（必着）までに市観光親善大使事業運営委
員会（商業観光課内）へ

お問い合わせ　コールセンター　1０４２－７７０－７７７７

　新たに成人となる人を祝うはたちのつどいを開催します。
対　象　平成３年４月２日～４年４月１日に生まれた人

※対象者には１１月に案内状を郵送しました。案内状がなくても入場できま
すので、直接会場へ

お問い合わせ　コールセンター　1０４２－７７０－７７７７

１１月月９９日日（（祝祝）） 新成人「はたちのつどい」新成人「はたちのつどい」

会場時間対象（お住まいの地区）

杜   のホール
もり

はしもと

午前９時５０分～１０時４０分相原公民館区、城山
緑　

区
正午～午後０時５０分橋本公民館区、相模湖、藤野

午後２時１０分～３時大沢、津久井

市民会館
午前１０時２０分～１１時１０分小山、清新、横山、中央、星が丘

光が丘
中
央
区 午後０時３０分～１時２０分上溝、田名、大野北

グリーンホール
相模大野

午前１０時２０分～１１時１０分大野南、新磯、東林南　

区 午後０時３０分～１時２０分相武台、相模台、麻溝、大野中

　フットサル国内最高峰の技術とスピードを間近で見てみませんか。
日　時　１月２９日（日）午後３時 試合開始　　会　場　総合体育館
定　員　スタンド席（２階観覧席）１，５９８席　
※チケットは、総合体育館、北総合体育館、チケットぴあ、ローソン
　ｅ+（イープラス）、ＣＮプレイガイドで販売中

お問い合わせ　総合体育館　1０４２－７４８－１７８１

当日券前売券券　種
２，５００円２，０００円スタンド（高校生以上）
　５００円　５００円スタンド（小・中学生）

総総合合体体育育館館開開館館３３００周周年年記記念念事事業業

FFリリーーググ２２００１１１１第第２２５５節節ペペススカカドドーーララ町町田田VVSS湘湘南南ベベルルママーーレレ

　平成２３年中に納付した保険料（税）額
をお知らせする通知を各担当課から発
送します。通知の金額は、２３年中の所
得の社会保険料控除として、確定申告
できます。
※発送予定日後、数日経過しても通知
が届かない場合は、各担当課までお
問い合わせください。

担当課・電話番号発送予定日区分
介護保険課

０４２－７６９－８３２１１月２０日介護保険

国民健康保険課
０４２－７６９－８２３４１月２４日国民健康

保険

地域医療課
０４２－７６９－８２３１１月２０日後期高齢者

医療制度

介護保険、国民健康保険
後期高齢者医療制度 納納付付済済額額ををおお知知ららせせししまますす

対　象　給与（医療費控除、住宅借入金等特別控除）・雑（年金等）所得者
で申告の必要な人

※希望者は筆記用具を持って（確定申告書・手引 
きが郵送された人は持参）、直接会場へ

※個別の申告相談、書類の授受は行いません。

定員（先着順）会　場時　間日にち
１００人県高相合同庁舎４階大会議室午前９時３０分～１１時３０分１月２３日

（月） 　５０人市民会館第２大会議室午後２時～４時

確確定定申申告告（（AA申申告告書書））説説明明会会

お問い合わせ
相模原青色申告会
1０４２－７５６－４１０４



東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　̶

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
何
と
い
っ
て
も
東
日
本
大
震

災
が
あ
ま
り
に
も
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　
加
山
　
あ
ら
た
め
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
、
今
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ

る
被
災
地
の
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
３
月
11
日
当
日
は
、議
会
の
打
ち
合
わ
せ
中
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
中
断
し
て
地
震
災
害
警
戒
本

部
を
設
置
し
、
災
害
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
銀
河
連
邦
事
業
で
交
流
の
あ
る
岩
手
県
大
船

渡
市
に
は
、
震
災
の
２
日
後
か
ら
市
民
・
企
業
な

ど
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
物
資
の
支

援
や
義
援
金
、
人
的
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
震
災
か
ら
１
か
月
後
に
大
船
渡
市
に

行
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
被
害
の
大
き
さ
に

言
葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
復
興
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
支
援
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
岩
　
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
が
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
、
国
難
と
も
い
う
べ
き
状
況

を
生
み
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
私
が
県
知

事
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
最
終
的
に

決
断
す
る
大
き
な
要
因
と
も
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
、「
行
政
と
は
何
か
」と
い
う
問
い
を
突
き
付

け
ら
れ
た
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
行
政
機
能
が
ま
ひ
し
た
石
巻
市
の
避
難
所
で
、

ゼ
ロ
か
ら
そ
こ
で
の
生
活
や
役
割
分
担
、
皆
で

支
え
合
う
仕
組
み
を
作
り
あ
げ
る
…
。
県
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
職
員
に
と
っ
て
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
加
山
　
そ
う
で
す
ね
。
も
し
自
分
が
被
災
地

の
職
員
だ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
の
か
、
と
。
指

示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
動
く

と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
黒
岩
　
昨
年
は「
絆
」や「
助
け
合
い
」と
い
う

言
葉
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
は
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
支
え

合
う
大
切
さ
を
学
ん
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

見
え
て
き
た
新
た
な
課
題

　̶

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
加
山
　
今
回
の
震
災
で
は
、
計
画
停
電
な
ど

誰
も
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
事
態
が
起
こ
り
ま

し
た
。
医
療
用
の
電
力
の
確
保
に
奔
走
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
黒
岩
　
私
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
太
陽

光
発
電
を
は
じ
め
と
し
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
で
す
。

　
原
子
力
発
電
な
ど
に
依
存
し
す
ぎ
な
い
こ
と

が
、
結
果
的
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
す
。

　
加
山
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
は
、

相
模
原
市
の
環
境
基
本
計
画
の
一
環
で
も
あ
り

ま
す
。
県
と
の
連
携
も
進
め
た
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

「
放
射
能
汚
染
」
と
い
う
問
題
を
生
み
ま
し
た
。

相
模
原
市
で
も
独
自
に
放
射
線
量
な
ど
の
測
定

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
子
ど
も
の
生
活

圏
域
と
な
る
施
設
な
ど
を
重
点
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
黒
岩
　
復
興
支
援
の
在
り
方
も
、
も
っ
と
論

議
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
県
内
に
は
、

今
も
被
災
地
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
大
勢

い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

県
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し『
か
な
が
わ

避
難
者
見
守
り
隊
』を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

絆
、
寄
り
添
い
支
え
合
う
と
い
う
こ
と
の
大
切

さ
。
ハ
ー
ド（
物
資
や
設
備
）だ
け
で
な
く
ハ
ー

ト（
心
）に
も
、
末
長
い
支
援
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　̶

津
波
の
脅
威
が
再
認
識
さ
れ
た
ほ

か
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
喫
緊
の
対
応
な

ど
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
岩
　
神
奈
川
県
の
こ
れ
ま
で
の
防

災
対
策
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
大
津
波
は
ま
さ

に〝
想
定
外
〞で
し
た
。

　
現
在
は
、
津
波
対
策
推
進
会
議
に
お
い
て
、

津
波
対
策
の
大
幅
な
見
直
し
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
公
表
し
て
い
る
津
波

浸
水
予
測
図
を
見
直
し
、
市
町
が
作
成
す
る「
津

　昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、私
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。〝
想
定
外
〞

と
い
う
事
態
を
二
度
と
招
か
な
い
た
め
に
、各
地
で
新
た
な
防
災
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。２
０
１
２
年
は
い
わ
ば「
防
災
元
年
」。市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
備
え
を
進
め
る
た
め
に
、加
山
俊
夫
市
長
と
黒
岩
祐
治
県
知
事

が
語
り
合
い
ま
し
た
。（
司
会 

ｔｖ
ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

三
浦
綾
子
さ
ん
）

基
幹
的
防
災
拠
点
を
相
模
原
市
へ

　̶

今
回
の
体
験
を
教
訓
に
、
防
災
体
制
は
ど

の
よ
う
に
見
直
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
黒
岩
　
東
日
本
大
震
災
が
残
し
た
重
要
な
教

訓
は
、
広
域
で
の
連
携
が
非
常
に
大
切
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
被
害
を
受
け
た
地
域
、
受
け
て
い
な
い
地
域

が
ど
う
助
け
合
い
、
乗
り
切
る
か
…
。
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
想
定
し
、
首
都
圏
の
九
都
県
市
首

脳
会
議（
※
１
）で
は
、
あ
ら
か
じ
め
ど
こ
が
被

害
を
受
け
た
ら
ど
こ
を
助
け
に
い
く
か
担
当
を

決
め
て
お
く
な
ど
、
新
し
い
連
携
体
制
を
つ
く

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
山
　
国
の
防
災
拠
点
は
臨
海
部
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
首
都
直
下
地
震
が
起
き

た
場
合
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
内
陸
に
あ
る
相
模
原
市
は
、
道
路
、
鉄
道
の

ア
ク
セ
ス
性
に
優
れ
、「
首
都
圏
内
陸
部
の
基
幹

的
防
災
拠
点
」と
し
て
、
支
援
物
資
の
中
継
や
首

都
圏
へ
の
物
資
供
給
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
九

都
県
市
首
脳
会
議
の
場
で
こ
れ
を
提
案
し
、
整

備
に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
黒
岩
　
相
模
原
市
は
県
の
北
部
に
位
置
し
、

内
陸
に
あ
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
津
波
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
の
基
幹

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
相
模
原
市
に
置
く
意
義
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
。大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
加
山
　
在
日
米
陸
軍
と
の
災
害
時
の
相
互
支

援
に
関
す
る
覚
書
や
、
神
奈
川
県
央
地
域
の
８

市
町
村（
※
２
）と
の
協
定
な
ど
に
基
づ
き
防
災

対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
指
定
都
市
市
長
会
で
提
案
し
て
い

る
国
土
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
支
援
な
ど
、多
様

な
連
携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
新
た
な
防
災
体
制

　̶

今
後
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

　
黒
岩
　
今
回
の
震
災
へ
の
対
応
で
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
を
市
町
村
と
共
有
し
、
今
後
に
生

か
す
た
め
に「
地
震
災
害
対
策
検
討
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。情
報
収
集
や
被
災
地

支
援
な
ど
の
課
題
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、「
情
報
」は
非
常
に
重
要
だ
と

思
い
ま
す
。
起
き
た
こ
と
を
い
ち
早
く
一
人

ひ
と
り
に
届
け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
を
駆
使
し
、各
地
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
か
を
す
ば
や
く
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
新
し
く
有
効
な
技
術
が
あ
れ
ば
、
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
加
山
　
今
、市
役
所
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
課
題
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
ど
ん
な
場
合
で

も「
情
報
伝
達
が
途
切
れ
な
い
」こ
と
。
伝
達
手

段
の
多
重
化
、
災
害
時
初
動
体
制
の
充
実
な
ど

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
相
模
原
市
地
域
防
災
計
画
」の
見
直

し
も
進
め
て
い
ま
す
。
相
模
原
市
は
、
中
山
間

地
域
、
相
模
川
沿
い
、
市
街
地
と
、
同
じ
市
内

で
も
地
域
に
よ
っ
て
全
く
事
情
が
異
な
り
ま
す
。

地
域
性
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
想
定
を
し
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

再
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
行
政
の
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」と
い
う
自
助
、「
共
に
支
え
合
い
、

助
け
合
う
」と
い
う
共
助
の
考
え
で
、
日
頃
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
と
心
構
え
を
も
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
防
災
訓
練
な
ど
へ
も
参
加
さ
れ

る
な
ど
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　̶結成の目的は。
　会社勤めの人が増え、消防団員の
なり手が不足しているのはどこも共
通する悩みでしょう。昼間人がいな
い時間帯に火事や地震が起きたら地
域をどう守るか。この課題に「災害
時支援隊」という第３の組織を作って対応しようというの
が長竹地区の試みです。
　̶どんな人たちがメンバーですか。
　私は消防団OBですが、日中家にいるOBや、看護師や
ホームヘルパーなどの資格を持っている主婦が入隊し、定
期的に訓練や研修を行いながら、交流を深めています。現
在団員は161人、隊員の平均年齢は57歳で、女性の比率
が約4割と高いのが特徴です。
　̶今後の活動の方向性は。
　東日本大震災では停電が起きテレビ・パソコンなどが使
えず、行政に問い合わせても詳しい被害状況がわからない、
という情報の分断を経験しました。けが人が出た場合、消
防署などと連絡が取れるまでの間が、命をつなぐ貴重な時
間となることもあります。その“命の時間”を隣近所で救
護にあたったり、情報が遅れてしまいがちなお年寄りのケ
アにあたるというのが私たちの狙いです。消防団では手が
届かないこと、女性にしかできないことが災害時にはたく
さんあります。まず長竹地区でよい組織を作り、他の地域
にもこうした活動を広めていけたらいいですね。

広がる防災意識と実践的取り組み

今だからこそ地域の絆を！
JR相模湖駅で初の“官民合同”訓練

4月18日、大船渡市を訪問した加山市
長。戸田公明大船渡市長から被害状況
や市民の避難状況などの説明を受ける

加山 俊夫相模原市長黒岩 祐治神奈川県知事

8月10日、大船渡市から小学生102
人が相模原市に招かれた。相模川
ビレッジ若あゆに宿泊、JAXA相模
原キャンパスの見学などを行った

　市では、東日本大震災の教訓を生かし、各地域の実情に応
じた、よりきめ細かな対応が図れるよう「相模原市地域防災
計画」の見直しなど、さまざまな取り組みを進めています。
●他自治体との連携：九都県市合同防災訓練への参加をは
じめ、昨年9月1日には県央地域の8市町村で、災害時の
相互支援、それぞれの友好都市などへの応援を盛り込ん
だ、「県央地域市町村災害時相互応援等に関する協定」を
結びました。

　（※1）九都県市：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、横
　　　　浜市、川崎市、千葉市、さいたま市、相模原市
　（※2）県央地域の８市町村：相模原市、厚木市、大和市、
　　　　海老名市、座間市、綾瀬市、愛川町、清川村
●在日米軍との協力：昨年10月26日、在日米陸軍と結ん
だ災害時の相互支援に関する覚書は、大規模災害など
が市域で発生した際に物資の輸送などの相互支援を行
うもので、市町村と在日米陸軍が覚書を結ぶのは全国
初。また、12月6日には米海軍厚木航空施設とも同
覚書を結びました。

●放射能対策：福島第一原子力発電所の事故以来、市内
29区画と小・中学校などの9施設で放射線量の測定（写
真）を続けているほか、子どもが集まる施設などでは、

必要に応じ清掃を行うなど
の対応をとっています。さら
に、2月から自治会、3月か
ら市民などを対象に放射線
測定器の貸し出しを始めま
す。また、小・中学校や保育
所の給食用食材の「事前検査」
とあわせ、市立小学校や保育
所などで、実際に提供した「給
食1食分」を1週間ごとに検査
しています。

　昨年11月17日、津久井消防署（大戸 進
署長）がJR東日本、津久井警察署、桂北公
民館との初の合同救助訓練を行いました。
JR相模湖駅構内で将棋倒しが起き多数の負
傷者が出たという想定で、情報収集→救出・救護→応急処
置→トリアージ（搬送の優先順位をつけること）などを行
いました。訓練には約70人が参加しました。
　JR相模湖駅の磯崎正彦駅長（写真）は、「震災当日は中
央線が止まり、300人もの乗客が停止した車内で翌朝ま
で過ごされました。幸い今回は駅員だけで対応できまし
たが、その時、桂北公民館から『公民館をお貸ししますよ』
と言っていただくなど、日頃からの地域の方との絆が大
切だということを、今回の震災で実感しました。このよ
うな合同での訓練は初めてですが、こういう積み重ねが、
いざという時に役立つと思います。日頃、お互いの顔が
見える関係をつくり、災害に備えていきたいですね」と語
りました。

防災対策の空白を埋める！
緑区長竹で結成、「長竹災害時支援隊」

防災元年
東日本大震災に学ぶ 災害に強いまちづくりに向けて

新春対談

対談の様子。東日本大震災の教訓、災害に強いまちづくりな
どが熱く語られた。左は司会のtvkアナウンサー三浦綾子さん

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」な
ど
に
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
加
山
　
帰
宅
困
難
者
対
策
は
首

都
圏
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
震
災
当
日
は
市
内
主

要
駅
で
発
生
し
た

帰
宅
困
難
者
約

２
５
０
０
人
に

対
し
、
避
難
所

13
か
所
を
開
設
し

て
受
け
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。も
し
、よ
り
大

き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
直
後
の
混
乱
を
ど
う

乗
り
切
る
か
。「
職
員
初
動
体
制
の
強
化
」に
力

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
本
部
の
体
制
の
見
直
し
、
人
員
の

確
保
や
初
動
対
応
訓
練
の
充
実
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「スーパーレスキューはやぶさ」：相模原市の政令指定都市移行に
伴い、特別高度救助隊「スーパーレスキューはやぶさ」を相模原消
防署本署に配置。愛称は小惑星探査機「はやぶさ」にちなみ、隊
員が危険な任務を全うし、1人でも多くの人を助け、困難を乗り越え
て必ず戻ること、そして、鳥の「ハヤブサ」の素早いイメージが隊員
に求められる「迅速性」と合致していることから名付けられました。
隊員は火災や救助のほか、地震、土砂災害などの大規模災害や、
生物剤、化学剤などによる特殊災害にも迅速かつ的確な救助活動
ができるよう、日々 厳しい訓練を行っています。
写真は、昨年10月に九都県市合同防災訓練を兼ねて東京都小金
井市で実施された、東京都の総合防災訓練に参加した時のものです。

隊長 伊藤礼治さん

相模原市の主な取り組み
東日本大震災以後、市民の防災への意識は大きく高まりました。行政と協力して、
自分たちの暮らしやまちは自分たちで守る、という取り組みが各所で始まっています。

復
興
を
願
う
相
模
原
市
民
の
こ
い
の
ぼ

り
。
大
船
渡
市
内
の
広
場
で
力
強
く
泳

ぎ
、
被
災
者
を
元
気
付
け
た（
昨
年
５
月
）

駅構内で負傷者の救出・救護活動の訓練をする津久井消防署員
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広報事業の財源とするため、広告を掲載しています。広告掲載の申し込みは広聴広報課（1０４２－７６９－８２００）へ。掲載した広告のお問い合わせは各広告主へ。

福祉有償運送運営協議会福祉有償運送運営協議会

　ＮＰＯ法人などが登録申請する
際の輸送の必要性や条件等を協議
日時 １月１８日（水）午前１０時
会 ウェルネスさがみはら
※傍聴希望者は直接会場へ
問 障害福祉課

県立職業技術校等募集説明会県立職業技術校等募集説明会

　４月生の応募方法、個別相談等
日時１月１３日（金） 午後１時・３時
会 グリーンホール相模大野
※希望者は直接会場へ
問 県産業人材課（1０４５－２１０－
５７１５）

宿泊利用①相模川清流の里宿泊利用①相模川清流の里 

②たてしな自然の村②たてしな自然の村

３月までの状況　平日に空きあり
申 随時受け付け
４月分の抽選申し込み　さがみは
らネットワークシステムか商業観
光課、各まちづくりセンター・出
張所・公民館にある申込書を１月
１０日までに各施設へ。抽選後の空
き室の申し込みは１月２１日から電
話で①（7０１２０－９８８－５４７）②（1 

０２６７－５５－６７７６）へ
４月の休館日　①１６日（月）・１７日
（火）②１７日（火）・１８日（水）
②日～金曜日は特別料金で宿泊で
き、地域の特産品をプレゼント

子ども手当の申請はお済みですか子ども手当の申請はお済みですか

　平成２３年１０月から子ども手当が
変わりました。９月まで手当を受
給していた人も含め、全ての人が
申請する必要があります。まだ申
請していない人には、１月下旬に
申請書を郵送します。お早めに提
出してください。

※２３年１０月１日以降に出生・転入
した人は、申請月の翌月からの支
給になります。窓口で申請してく
ださい。
問 こども青少年課

窓口サービス専門員窓口サービス専門員 

（非常勤特別職）（非常勤特別職）

　住民票などの発行、住所登録や
戸籍届出に伴う端末入力など
勤務地　相模湖まちづくりセンタ
ー、大野中まちづくりセンター
勤務　４月からの月～金曜日（祝
日を除く）で、午前８時３０分～午後
５時３０分のうち、指定する６時間
報酬　月額１９万３００円
対 パソコンで簡単な文書作成がで
きる人＝各１人
申 区政支援課、各まちづくりセン
ターなどにある募集案内に付いて
いる必要書類を１月６日～２７日に
同課（1０４２－７６９－９８１４）へ
※詳しくは募集案内をご覧くださ
い。

障害児童育成指導員障害児童育成指導員

児童育成指導員、児童館指導員児童育成指導員、児童館指導員

児童育成補助員、児童館補助員児童育成補助員、児童館補助員

　児童への遊びや生活面を指導
※募集施設など詳しくは、お問い
合わせください。
申こども施設課、各こどもセンタ
ー等にある申込書（市ホームページ
からダウンロード可）を１月４日
～２０日に同課（1０４２－７６９－９２２７）へ

ソレイユさがみの催しソレイユさがみの催し

リフレッシュ講座「はじめての人
のパッチワーク教室」
　ポーチ作り
日時１月２０日（金）午前９時３０分～正午
定 ３０人（申込順）　　費  ５００円
ドクターに聞いてみよう！予防接
種のぎもん
日時１月２４日（火）午後６時３０分～８時
定 ２０人（申込順）
世界発見こども広場「大学生とい
っしょに遊ぼう！世界の楽器を体
験しよう」

日時１月２８日（土）午前１０時～正午
対 小学生＝２０人（申込順）
※保護者の参加も可
女性のための初級パソコン教室「ワ
ード・エクセルコース」〈全２回〉
日 １月２９日、２月５日の日曜日
時 午前９時３０分～午後３時３０分
対 女性＝２０人（申込順）
費 ４,０００円（テキスト代含む）
さがみはら男女共同参画推進条例
の学習会
日時 ２月３日（金）午後２時～３時３０分
定 ２０人（申込順）
好感度を上げる！女性のための就
職応援セミナー「好印象を与える
面接のしかたとカラーコーディネ
ート」〈全２回〉
日 ２月６日・１３日の月曜日
時 午前１０時～正午
対 女性＝２０人（申込順）
費 １,０００円
※保育あり。申し込みは１月２４日
までに県労働福祉協会（1０４５－６３３
－５４１１）へ

◇　　　◇
※女性を対象にキャリアカウンセ
リングや健康相談を行っています。
日時など詳しくはお問い合わせく
ださい。
申 直接か電話、ファクスに氏名、
電話番号、催し名を書いて、１月
４日から同所（緑区橋本６－２－
１　シティ・プラザはしもと内 
1０４２－７７５－１７７５　6０４２－７７５－
１７７６）へ
※未就学児（２歳以上）の保育あ
り（要予約）

リサイクルスクエア １月の催しリサイクルスクエア　１月の催し

リサイクル家具の展示・提供
会 橋本台・新磯野リサイクルスク
エア
対 市内在住の中学生以上の人（１
人１点限り）
申 直接、１月６日～２０日に、各会
場へ
※抽選発表は１月２１日（土）午後１時
おもちゃの病院
日時１月８日（日）午前１０時～正午
※受け付けは１１時３０分まで
会 橋本台リサイクルスクエア
費 無料（１人２点まで。部品代は
有料）
※希望者は直接会場へ
問 資源循環推進課

新春祝賀祭「相模大野のお正月」新春祝賀祭「相模大野のお正月」

　獅子舞や和太鼓、お 囃  子 など
はや し

日時１月９日（祝）午前１１時～午後３時
会 相模大野駅北口コリドー通り
問 商業観光課

市体育協会からのお知らせ市体育協会からのお知らせ

スポーツチャンバラ新春講習会

対 ４歳以上の人
※希望者は直接会場へ
新春踊り初め講習会
日 １月９日（祝）
時 午後１時３０分～３時３０分
会 あじさい会館
費 ７００円（市レクリエーション協会
員は２００円）
※希望者は扇子と手ぬぐい、室内
履きを持って直接会場へ
新春親子ラグビー教室

時 午前９時～正午
対 市内在住の３歳～中学生とその
保護者
※保護者が市内在勤でも可
費 １組５００円
※希望者は直接会場へ
初心者向け健康ボウリング教室
〈全６回〉

会 南橋本ボウル（緑区橋本台１－
３４－１）
定 各２０人（申込順）
費 各３,０００円（貸靴代が別途必要）
申 直接か電話で南橋本ボウル（1 

０４２－７７１－８８６８）へ
グリーンカップバレーボール大会
（家庭婦人）
日時 ２月１２日（日）午前９時
会 総合体育館
対 各小学校区（公民館区も可）在
住者のみで編成されたチーム
費 ５,０００円（市バレーボール協会登
録チームは３,０００円）
申 市体育協会にある申込用紙を１
月１５日までに市バレーボール協会へ

お知らせ 

募　　集 

イベント 

施設のお休み

市民健康文化センター
日 １月１日（祝）～３日（火）、
１６日（月）
問 同所（1０４２－７４７－３７７６）
さがみはら北の丘センター
日 １月１日（祝）～３日（火）、
１０日（火）
問 同所（1０４２－７７３－５５７０）

時　間日にち
午前１０時３０分～
午後０時３０分

１月２５日～２月２９
日の毎週水曜日

午後１時～３時１月２８日～３月３
日の毎週土曜日

会　場日　時

総合体育館１月６日（金）
午後７時～８時３０分

北総合体育館１月７日（土）
午前１０時～１１時４５分

会　場日にち
内郷グラウンド１月２２日（日）

相模原麻溝公園競技場　　２９日（日）
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日時＝日時　　日＝日にち　　時＝時間　　会＝会場　　講＝講師　　　対＝対象　　費＝費用（記載のない場合は無料）　　定＝定員（指定のないものは選考）
申＝申し込み（期限で指定のないものは、必着）　　問＝お問い合わせ　　1＝電話　　5＝ファクス　　Ｅ＝Ｅメール　　HP＝ホームページ

凡　例
　

（敬称略）読者のひろば

広報事業の財源とするため、広告を掲載しています。広告掲載の申し込みは広聴広報課（1０４２－７６９－８２００）へ。掲載した広告のお問い合わせは各広告主へ。

グラウンド・ゴルフ大会
日 ３月１０日（土）
時 午前８時２０分～午後３時４５分
会 相模原麻溝公園スポーツ広場
費 １,５００円
対 ２０歳以上の人＝４００人（申込順）
申 はがきに住所、氏名、年齢、電
話番号を書いて、１月３１日までに
市体育協会へ

◇　　　◇
問 市体育協会（〒２５２－０２３６　中央
区富士見６－６－２３　けやき会館
内　1０４２－７５１－５５５２）

県立相模原公園の催し県立相模原公園の催し

植物写真の撮り方～デジカメ撮影
のワンポイントレッスン～
日 １月２２日（日）
時 午後１時３０分～３時３０分
定 ４０人 ( 申込順 )
申 電話で同公園（1０４２－７７８－
１６５３）へ
サカタのタネグリーンハウスの催し
新春　相模の大凧と盆栽の特別展
日 １月５日（木）～９日（祝）
写真倶楽部“瞬間”写真展　
日 １月５日（木）～１５日（日）

◇　　　◇
時 午前９時３０分～午後４時
問 同ハウス（1０４２－７７８－６８１６）

土曜コンサート「邦楽」土曜コンサート「邦楽」

日時１月１４日（土）午後５時３０分
会 サン・エールさがみはら（緑区
西橋本５－４－２０）
定 ２２０人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問 同所（ 1０４２－７７５－５６６５）

相模の大凧センターの教室相模の大凧センターの教室

①親子で楽しむ凧づくり
日時１月２８日（土）午後１時３０分～４時
定 ２０人（申込順）
※小学生以上は１人でも参加可
②竹工作　
　竹で花器を作ります。
日時 ２月５日（日） 午後１時３０分～５時
対 中学生以上の人＝１５人（申込順）

◇　　　◇
費 ①５００円②１,０００円
申 直接か電話で１月４日から同セ
ンター（1０４６－２５５－１３１１）へ

旧石器ハテナ館の体験教室旧石器ハテナ館の体験教室 

「黒曜石で矢じり作り」「黒曜石で矢じり作り」

　縄文時代の矢じりを制作。
日時１月１５日（日） 午後２時～４時
対 小学生以上の人＝３０人（申込順）
費 １００円
申 電話で１月４日から同館（1０４２
－７７７－６３７１）へ

太極拳入門〈全４回〉太極拳入門〈全４回〉

日時 １月１７日・３１日、２月１４日・２８
日の火曜日 午前１０時３０分～正午
会 津久井生涯学習センター
定 ２０人（申込順）　　費 ５００円
申 直接か電話で１月５日～１２日に
同センター（1０４２－７８４－２４００）へ

グリーンカレッジつくいのグリーンカレッジつくいの 

冬期講座冬期講座

ヨガ〈全４回〉
日時 ２月１０日・１７日、３月２日・１６
日の金曜日午前１０時～正午
会 津久井生涯学習センター
費 ３，０００円　　定 １５人（抽選）
申 直接か電話、はがきに住所、氏
名、年齢、電話番号、「ヨガ」と
書いて、１月５日～１８日に同セン
ター（1０４２－７８４－２４００）へ

キッズサッカー教室キッズサッカー教室

日時 １月２９日（日）午前１０時～正午
会 名倉グラウンド
対 市内在住か在学の小学校１～４
年生＝３０人（申込順）
費 ５００円
申 直接か電話で１月４日から相模
湖林間公園（1０４２－６８５－１３３０）へ

ＮＰＯ基礎講座（中級編）ＮＰＯ基礎講座（中級編）

　①団体運営のコツ②資金調達と
組織運営③情報発信

定 ①②各３０人③５０人（申込順）
費 各５００円
申 電話か、ファクス、Ｅメールに
住所、氏名、団体名、電話番号、希
望日を書いて、１月４日～①１８日
②２５日③２月１日に、さがみはら
市民活動サポートセンター（16 

０４２－７５５－５７９０　Ｅ sagami.sapo 
sen@iris.ocn.ne.jp）へ

子育て広場たんと子育て広場たんと

「離乳食セミナー」「離乳食セミナー」

　栄養士による離乳食中期～完了
期のお話と試食
日 １月２１日（土）
時 午前１１時３０分～午後１時
　 午後２時～３時３０分
会 伊勢丹相模原店（南区相模大野）
定 各１５組（申込順）※子ども（試
食不可）も一緒に参加できます。
費 各３００円
申 電話で１月４日からこども青少
年課（1０４２－７６９－９８１１）へ

成年後見制度市民公開講座成年後見制度市民公開講座

日時１月１４日（土）午後１時３０分
会 ソレイユさがみ（緑区橋本６－
２－１）
講 藤田寛之さん（弁護士）
定 １００人（先着順）
※希望者は直接会場へ
※講座終了後に専門家団体等によ
る無料相談会あり
問 介護予防推進課

発見しよう ! まちの中の小さな自然発見しよう ! まちの中の小さな自然

　自然観察指導員とともに散策
し、植物や生き物について学ぶ
日 １月１１日（水）〈荒天中止〉
時 午前９時３０分～１１時３０分
会 環境情報センター周辺
※希望者は飲み物、ルーペなど観
察に必要な道具（貸し出しあり）
を持って同センターへ
問 同センター（1０４２－７６９－９２４８）

トレーニング器具の使い方教室トレーニング器具の使い方教室

日時１月１６日（月）午前１０時～１１時３０分
会 銀河アリーナ
対 １５歳以上のトレーニング未経験
者か初心者＝２０人（申込順）
費 ５００円
申 直接か電話で１月１０日までに同
所（1０４２－７７６－５３１１）へ

会　場時　間日にち
橋本公民館午後２時

　～４時

１月２１日（土）①
大野南公民館１月２８日（土）②
けやき会館２月４日（土）③

催 し

仲 間

講演・講座 

凧揚げは電線に注意
　凧などが電線にひっかかった
ときは東京電力（7０１２０－９９－
５７７６）に連絡してください。

　　　　　　　費用の記載がない場合は
　　　　　　　無料です。
▼ニューイヤーダンスパーティー
１月４日・２５日の水曜日、３月１１日
（日）午後１時３０分～４時３０分、お
ださがプラザ。費用各８００円　�問 水
村（1０９０－４４３９－２８２１）
▼フォト四季写真展「四季巡来」　
１月１９日（木）～２３日（月）午前１０時～
午後６時（１９日は正午から、２３日は
午後４時まで）、相模原市民ギャラ
リー　 �問 吉永（1０４２－７４２－５２６９）
▼さがみ野鳥写真倶楽部×音樹座Ｓ
ＡＧＡＭＩわコラボ「い・ろ・鳥・
ど・り」　野鳥写真展と和楽器コン
サート　２月５日（日）午後１時３０
分～４時３０分、 杜 のホールはしもと

もり

多目的室。定員２００人（申込順）、入
場料５００円　�申 電話か、Ｅメールに氏
名、電話番号、「い・ろ・鳥・ど・
り」と書いて、吉村（1０９０－１１３１－
７６９１　Ｅ cool-a.４４６０８@ezweb.ne.
jp）へ
　　　　　　　会費などは個別にお問い
　　　　　　　合わせください。
▼社交ダンス　毎週金曜日午前９時
３０分、総合学習センターほか。対象
は多少経験のある人、女性歓迎　�問 
高橋（1０４２－７７３－４０２２）
▼英会話（中級）　毎週水曜日午前
９時３０分、大野北公民館ほか　�問 河
井（1０４２－７６３－５６０６）
▼社交ダンス　毎週火曜日午後５時
（中級）・６時３０分（上級）、あじ
さい会館　�問 松下（1０９０－７８２３－
８２５６）
▼社交ダンス　月４回水曜日午後１
時３０分、市営淵野辺団地集会所（中
央区淵野辺）。初心者歓迎　�問 坂本
（1０９０－４０７１－６３８２）
▼リズム体操＆ストレッチ　月４回
火曜日午後７時３０分、城山保健福祉
センター。体験・見学可、初心者歓
迎　�問 江見（1０４２－７８２－４０７４）
▼社交ダンス　毎週火曜日午前９時
３０分、相武台公民館ほか。対象は１
年程度経験のある人　�問 鈴木（1０９０
－２２３３－０６３１）

応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
　掲載を希望する場合は住所、氏名（ふりが
な）、電話番号、掲載希望号、「読者のひろ
ば」と書いて、原稿を郵送かファクスで広聴
広報課（〒２５２－５２７７　中央区中央２－１１－
１５　6０４２－７５３－７８３１）へ。市ホームページ
の 電子申請 からも申し込めます。
　催しは過去６か月以内、仲間は過去１年以
内に掲載された団体は応募できません。掲載
は抽選（仲間は希望号と次号の２回）。不掲
載の連絡、原稿の返却はしません。
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 １月１日（祝） 
獅子舞演舞
　田名若者 神輿 連合会が迫力ある 獅  子 

みこし し し

舞を演じます。
時　間　正午から（約５分間）

餅つき大会
　餅つき体験とお汁粉を振る舞います。
時　間　午前１０時から
※数に限りがあります

 ３日（火）まで  みんな集まれ大かるた大会　　時　間　午前１１時から

 ９日（祝）まで 
干支水槽　　２０１２年の 干  支 やお正月にちなんだ生きものを展示します。

え と

 魚 みくじ　　生きものたちが今年のあなたの運勢を占います。
うお

費　用　１回２個１００円

 ３１日（火）まで 

 的 
まと

 祭 水槽
まち

　アーチャーフィッシュ（テッポウウオ）
を展示します。毎週土・日曜日、祝日の午

前１１時と午後１時はショーを行います。

マンスリー水槽
「めざせ！ おさかな博士！」
　間違い探しをしながら「おさかな博士」をめ
ざします。
展示生物　プテラポゴン カウデルニ、マンジュ

ウイシモチ

相模川ふれあい科学館の催し

マ
ン
ジ
ュ
ウ
イ
シ
モ
チ

寒中水泳大会
　相模川で泳いだ後、船上の的に向けて矢を放ち、無病息災を願います。
時　間　正午～午後３時　　会　場　相模川高田橋付近
※希望者は、水着と履物を持って直接会場へ

お問い合わせ　市水泳協会の樋川さん　1０８０－１３２３－３７３９

消防出初式
　消防車両の分列行進や一斉放水などを行います。
日にち　１月８日（日）〈小雨雪実施〉
時　間　午前１０時～午後０時３０分
会　場　淵野辺公園隣接地（中央区弥栄３丁目）
お問い合わせ　警防・救急課　1０４２－７５１－９１４１

相模原駅伝競走大会
　１６５チーム、約１，０００人のランナーに、温かいご声援をお願いします。
日　時　１月２２日（日）午前９時～正午
発　走　午前９時１０分、９時２０分、１０時３０分

相模川ふれあい科学館　1０４２－７６２－２１１０
開館時間　午前９時３０分～午後４時３０分
１月の休館日　月曜日、１０日（火）
入館料　３００円（小・中学生１００円、６５歳以上の人１５０円）

９日（祝）まで
休まず開館

お問い合わせ　市体育協会　1０４２－７５１－５５５２

市立図書館　1０４２－７５４－３６０４

１月１日（祝）

～新年の読書初めはコレ！～　とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととしししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋
　３冊入りの福袋を貸し出します。中身のヒントを手掛かりに
選んでください。５０セット限定、１人１セットまで。
期　間　１月５日（木）～３１日（火）　※希望者は直接会場へ

ー朗読＆紙芝居ー

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　年の初めに今年の 干  支 、辰のお話を聞いてみませんか。
え と

日　時　１月１５日（日）午後２時～３時　
定　員　３０人（先着順）　　※希望者は直接会場へ

星空観望会（１月）星空観望会（１月）
　プラネタリウムで星空解説後、天体観測室で観望します。
日　時　１月６日（金）・２１日（土）午後７時～８時３０分
定　員　各１２０人（先着順）　※中学生以下は保護者同伴
※希望者は当日午後６時３０分～７時に直接会場へ

ププラネタリウム新番組ラネタリウム新番組
「おしえて！さがぽん～宇宙のおしごと～」「おしえて！さがぽん～宇宙のおしごと～」
　相模原生まれのタヌキ「さがぽん」と一緒に、宇宙の仕事につ
いて学びます。
期　間　１月４日（水）～９日（祝）、１４日（土）以降の土・日

曜日、祝日
時　間　午前１１時
※上映スケジュールは変更する場合があります。
定　員　各２１０人（先着順）　※希望者は直接会場へ　　
費　用　５００円（４歳～中学生２００円、６５歳以上の人２５０円）
※１月１１日（水）・１２日（木）は保守点検のため、プラネタリウム・
全天周映画は上映しません。

市立博物館の催し市立博物館の催し市立博物館の催し

市立博物館　1０４２－７５０－８０３０
開館時間　午前９時３０分～午後５時
１月の休館日　３日（火）まで、月曜日（９日を除く）、１０日（火）

ススタターーウウォォッッチチンンググ
　冬の星座を観察し、夜空の明るさと大気環境保全について考え
ます。
日　時　１月２１日（土）午後７時～９時
会　場　市立博物館
対　象　市内在住か在勤・在学の人とその家族＝２５人（申込順）
申し込み　電話で１月４日から相模原の環境をよくする会事務局

（環境政策課内　1０４２－７６９－８２４０）へ

提供　独立プロ名画保存会

「ふるさと祭り東京～日本のまつり・故郷の味～」で相模原をＰＲ「ふるさと祭り東京～日本のまつり・故郷の味～」で相模原をＰＲ

　相模の 大  凧 （４間凧）の実物展示や神奈川フードバトル２年
おお だこ

連続金賞「なつかしい給食あげぱん」の販売、観光ＰＲをします。
日　時　１月７日（土）～１５日（日）午前１０時～午後７時 

（土・日曜日、祝日は午後８時まで） 
※１５日は午後６時まで

会　場　東京ドーム（東京都文京区）
入場料　当日券１，５００円　※前売り券、イブニング券などもあり

お問い合わせ　市観光協会（商業観光課内）　1０４２－７６９－８２３６

コース図

今井 正監督作品「橋のない川」　特特別別上上映映会会

　今井 正監督生誕１００年を記念して上映します。
日にち　１部（１９６９年制作）＝１月２２日（日）・２４日（火）
　　　　２部（１９７０年制作）＝１月２９日（日）・３１日（火）
時　間　午後２時～４時３０分
会　場　市立図書館（中央区鹿沼台）
対　象　市内在住か在勤・在学の人＝各１５０人（先着順）
※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　視聴覚ライブラリー　1０４２－７５３－２４０１

ア
ー
チ
ャ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ュ

市市市市市市市市市市市市市市市立立立立立立立立立立立立立立立
図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館

（（（（（（（（（（（（（（（中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央区区区区区区区区区区区区区区区鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼沼台台台台台台台台台台台台台台台）））））））））））））））

光が丘 
小学校 

北里大学病院 
北里大学 

県道相武台相模原線 

至 
星が丘 

至
相
武
台 

相模原 
沈殿池 
相模原 
沈殿池 下溝古山公園 

スポーツ広場 丸崎 
ゴルフ練習場 

道保川 
公園 
道保川 
公園 

女
子
美
術
大
学 

県立相模原 
公園 

県立相模原 
公園 

駐車場 
（有料） 
駐車場 
（有料） 

第３ 
駐車場 
第３ 
駐車場 

公園 公園 

道保川 道保川 

中継所 
（道保川公園駐車場） 

総合体育館 総合体育館 

コース 車両通行止 交通規制区間 

車線規制 
（午前８時３０分～１１時３０分） 

大正坂下 

走行方向 

至
星
が
丘 

至
相
武
台 

選手走路 選手走路 

相模原麻溝 
公園競技場 
スタート・ 
ゴール 

当日は、周辺道路の混雑が予想されますので、ご理解とご協力をお願いします。 

交通規制（午前９時～正午） 
○神奈中バスは「総合体育館前」
バス停での折り返し運行になり
ます。「女子美術大学」バス停の
利用はできません。 

○相模原麻溝公園の第1・２・４・５駐
車場は入出庫できません。 
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別冊　保健・介護予防事業案内 （平成24年） 

主な実施会場
中央区富士見

６－１－１ウェルネスさがみはら○ウ
緑区橋本

６－２－１シティ・プラザはしもと○橋
南区相模大野

６－２２－１南保健福祉センター○南
緑区久保沢

２－２６－１城山保健福祉センター○城
緑区中野６１３－２津久井保健センター○津
緑区与瀬８９６相模湖総合事務所○湖
緑区小渕２０００藤野総合事務所○藤

申し込み・お問い合わせ（１月４日から）

1０４２－７７５－８８１６緑保健センター○8 1０４２－７６９－９２４９介護予防推進課（介護予防班）○1 
1０４２－７６９－８２３３中央保健センター○9 1０４２－７７５－８８１２介護予防推進課（緑班）○2 
1０４２－７０１－７７０８南保健センター○１０ 1０４２－７６９－８３４９介護予防推進課（中央班）○3 
1０４２－７８３－８１２０城山保健福祉課○１１ 1０４２－７０１－７７０４介護予防推進課（南班）○4 
1０４２－７８０－１４１４津久井保健福祉課○１２ 1０４２－７６９－８２６０疾病対策課○5 
1０４２－６８４－３２１６相模湖保健福祉課○１３ 1０４２－７６９－８３２２健康企画課（成人）○6 
1０４２－６８７－５５１５藤野保健福祉課○１４ 1０４２－７６９－８３４５健康企画課（母子）○7 

●子どもとお父さん、お母さんのための教室●
　※母子健康手帳と筆記用具を持参してください。

申込内容・時間・対象など会場日にち教室名

　離乳食の講習、簡単な実習と試食
時間　午後１時～２時１５分、２時４５分～４時
対象　平成２３年８月生まれの初めての子の保

護者とその家族
定員　各２０人（申込順。調整あり）
申し込み　電話でコールセンター（1０４２－

７７０－７７７７）へ

○南２月２０日（月）

赤ちゃん
セミナー

○ウ２月２７日（月）

○7 

　「子育てに向いていない」「子どもが
かわいく思えない」などと感じているお
母さん同士が語り合い、気持ちを楽にす
る場
時間　午前１０時～１１時３０分
対象　乳幼児の母親
※保育あり（要予約）

○ウ１月１１日（水）

ママの心の
ケアルーム
「ママの
休み時間」

○9 

　親子遊びや交流会
時間　午前１０時～１１時３０分
対象　生後１～３か月の乳児とその保護

者
定員　１５組（申込順）

○ウ１月２７日（金）
ママとベビーの
おしゃべりタイム
～ぽけっと～

●相談●
申込内容・対象など会場時　間日にち相談名

（相談員）

○5 
　エイズ、性器クラミジア、
梅毒の検査・相談（無料・匿
名）
定員　各１２人（申込順）

○ウ午前９時
　～１１時

１月１０日～
　　３１日の
毎週火曜日エイズ等の

検査・相談
○橋午後２時

　～４時
１月１４日（土）
　　２８日（土）

　ひきこもり問題を抱える家族の
グループ相談会
対象　市内在住か在勤の人
申し込み　電話で１月４日から精

神保健福祉センター（1０４２－
７６９－９８１８）へ

○ウ午後２時
　～４時１月１８日（水）ひきこもり

相談会

※希望者は直接市薬剤師会会議室へ
お問い合わせ
　市薬剤師会1０４２－７５６－１５０２

○ウ午後１時３０分
～３時１月１９日（木）くすりの

相談

●特定相談・精神科セカンドオピニオン外来●
内容・対象など時　間日にち相談名

　専門医が意見提供します。
対象　精神科治療中で、自身の治療方

針について、主治医以外からの
意見を求める人

※医療過誤や訴訟に関する内容などは
受けられない場合があります。
定員　２人（申込順。調整あり）
費用　２，０００円

午後２時
　～４時１月１６日（月）

精神科
セカンド
オピニオン
外来

　専門医などが、お酒の量を減らしたい、
家族の飲み方が心配等の相談に応じます。
対象　アルコールに関する問題を持つ

人とその家族
定員　２人（申込順。調整あり）

午前１０時
　～正午１月１７日（火）

みんなの
アルコール
相談

　専門医などが助言・指導します。
対象　思春期相談　１３～１７歳のメンタル

な問題を抱える人とその家族等
　　　ひきこもり相談　１８歳以上でひき

こもりの状態にある人とその家族等
定員　各２人（申込順。調整あり）

午後２時
　～４時１月１９日（木）

思春期・
ひきこもり
特定相談

会　場　けやき会館
申し込み　電話で１月４日から精神保健福祉センター（1０４２－７６９－９８１８）へ

●もっと健康になるための教室●
申込内容・対象など会場時　間日にち教室名

○9 

　生活習慣改善と運動の必要
性についての講義と実技ほか
対象　２０歳以上で運動の実技

に支障がない人
定員　３０人（申込順）

○ウ

午後２時
　～４時２月８日（水）チューブ体操

　骨粗しょう症予防の話と骨
密度測定。お口の元気チェッ
クコーナーも同時開催
対象　２０～７０歳（昭和１６年４

月２日～平成４年４月
１日生まれ）の人

定員　各３０人（申込順）
費用　各７００円

午前９時４５分
　　１０時１５分
　　１０時４５分
午後１時３０分
　　２時

２月２０日（月）

骨密度測定
ｄｅ

骨元気アップ
セミナー

　体力測定と健診結果をもと
に運動プログラムを作成
対象　２０歳以上で肥満か、コ

レステロール値等が高
く、運動が必要な人（６
か月以内に受診した健
診結果が必要）

費用　１，０００円

午後１時１５分
　～４時１５分２月９日（木）運動

プログラム
作成コース

※受講後、運動習慣定着コース（１０日間）に続けて参加できます。

内容・時間・対象会　場日にち教室名

　保健師、保育士等による
健康・育児相談、身体測定、
親子遊びの紹介など
※△印は、栄養士による栄
養相談もあり
※□印は、歯科衛生士によ
る歯科相談もあり
時間　午前１０時～１１時１５分
対象　乳幼児とその保護者
※希望者は直接会場へ
お問い合わせ　○8 ○9 ○１０ 

△二本松○こ 、○藤 、向陽○こ 、
陽光台○こ 、田名○こ 

１月１７日（火）

ふれあい
親子
サロン

※○こ ＝こども
　　センター

横山○こ 、相武台○こ １月１８日（水）

大野北○こ 、上鶴間○こ １月１９日（木）

富士見○こ 、鶴園中和田○こ １月２４日（火）

△並木○こ １月２５日（水）

△ □ ○湖 、△ 麻溝○こ １月２６日（木）

さがみはらわかち合いの会（自死遺族の集い）
　同じ体験を持つ人同士で話し合う場です。
日　時　１月１２日（木）午後２時～４時
会　場　杜   のホールはしもと　セミナールーム２

もり

対　象　家族など大切な人を自殺で亡くした人
定　員　２０人（先着順）　※希望者は直接会場へ

お問い合わせ　精神保健福祉センター　1０４２－７６９－９８１８

アルコール・薬物家族教室
　アルコール・薬物問題を理解し、その対応を学びます。
日　時　１月２５日（水）午後２時～４時　　
会　場　ウェルネスさがみはら
対　象　市内在住か在勤のアルコール・薬物問題がある人の家族
定　員　１０組（申込順）
申し込み　電話で１月４日から精神保健福祉センター（1０４２－７６９－９８１８）へ
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市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに…

1０４２－７７０－７７７７
6０４２－７７０－７７６６○R

ちょっとおしえてコール相模原
午前８時～午後９時　年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

口腔がん検診
　 口  腔 粘膜の状態を検診します。

こう くう

日にち　２月５日（日）
時　間　正午～午後４時
会　場　相模原口腔保健センター（ウ

ェルネスさがみはら内）
対　象　市内在住の４０歳以上の人
定　員　６０人（抽選）
費　用　５００円
申し込み　はがき（１人１枚）に住所、

氏名、生年月日、電話番号、「口
腔がん検診」と書いて、１月１３
日（必着）までに健康企画課（〒
２５２－５２７７　中央区中央２－１１
－１５　1０４２－７６９－８３４５）へ

※むし歯、歯周病の検診は行いません。

愛の献血

対　象　１６～６９歳の健康な人（６５～６９歳の
人は、６０～６４歳の間に献血経験が必
要）

所要時間　４０分程度
※２００ml献血を行わない場合があります。
※本人確認を行っています。

お問い合わせ
医事薬事課　1０４２－７６９－８３４３

会　場時　間日にち

市役所前
午前１０時～正午
午後１時３０分
　～３時３０分

１月６日（金）
　　１０日（火）

急病などで困ったときは （電話番号をよく確かめて）
相模原救急医療情報センター　1０４２－７５６－９０００
　平日　午後５時～翌朝９時　　土曜日　午後１時～翌朝９時
　１月３日まで・日曜日・祝日　午前９時～翌朝９時
※診療可能な医療機関を案内。医療相談・歯科案内は行いません。

医　科

休日急患歯科診療所　1０４２－７５６－１５０１
　１月４日まで・日曜日・祝日の昼間
　　午前８時４５分～１１時３０分、午後１時１５分～４時３０分

歯　科

休日当番柔道整復施療所案内　7０１２０－１９４１９９
　１月３日まで・日曜日・祝日の昼間　午前９時～午後５時

接　骨

精神科救急医療情報窓口　1０４５－２６１－７０７０
　平日　午後５時～翌朝８時３０分
１月３日まで・土曜日・日曜日・祝日　
　午前８時３０分～翌朝８時３０分（いずれも翌平日朝は受付８時まで）

※夜間、休日に急激な精神疾患の発症や病状悪化の際に、必要に応じて
精神科医療機関を紹介します。（神奈川県・横浜市・川崎市・相模原
市共同運営）

精神科

かながわ食の安全・安心キャラバン IN さがみはら
　「足柄茶の安全性の確保について」の事例発表と、グループに分かれ話し
合います。
日　時　１月２２日（日）午後１時～５時
会　場　ウェルネスさがみはら　　対　象　市内在住の人＝４０人（抽選）
申し込み　電話か、ファクスに住所、氏名、年齢、電話番号、「かながわ食

の安全・安心キャラバン」と書いて、１月４日～１６日に生活衛生課（1 

０４２－７６９－９２３４　6０４２－７５０－３０６６）へ

元気高齢者向け
筋力向上トレーニング教室〈全１２回〉

　専属トレーナーが、各種の体操や機器を用いた筋力トレーニングなどを指
導します。

費　用電話番号会　場時　間日にち

６，０００
円

1０４２－７５３－５４６１
（午前１０時～午後９時、
日曜日・祝日は午後
７時まで）
月曜日休み

スポーツクラブ
ルネサンス淵野辺
（中央区鹿沼台１－９
－１５）

午後３時３０分
　～５時

１月１３日～３
月３０日の毎週
金曜日

①

３，６００
円

1０４２－７７１－７３３３
（午前１０時

～午後５時）

相模原ドルフィンクラブ
（緑区橋本１－４－１）

午前１１時
～午後０時３０分

１月１７日～２
月２４日の毎週
火・金曜日

②

対　象　市内在住の６５歳以上で、運動に支障がない人
定　員　①５人②若干名（抽選）
申し込み　電話で①１月４日～１０日②１月６日～１０日に各会場へ

ひきこもりと発達障害
～誤解を生まないために～

　精神科医師が、ひきこもりと発達障害の関連についてお話しします。
日　時　１月１３日（金）午後２時～４時
会　場　ソレイユさがみ（緑区橋本６－２－１）　　定　員　５０人（申込順）
申し込み　電話で１月４日から精神保健福祉センター（1０４２－７６９－９８１８）へ

講演会

ファミリーサポートセンター会員募集ファミリーサポートセンター会員募集
　保育園・児童クラブ等への子どもの送迎など、子育てを助け合う有償の会
員制の組織です。子育ての手助けを受けたい人（利用会員）と手助けを行い
たい人（援助会員）を募集します。
対　象　市内在住か在勤・在学で入会説明会に参加でき、次に該当する人
　利用会員＝生後３か月～小学生（障害児は１８歳まで）の子どもがいる
　援助会員＝２０歳以上で講習会に出席できる
※保育士、幼稚園・小学校教諭、保健師等の資格がある人は、講習の一部を
免除します。

※説明会、講習会とも保育あり（要予約）
申し込み　電話か、Ｅメールに住所、氏名、電話番号、保育の有無を書いて、

１月４日からファミリーサポートセンター（1０４２－７３０－３８８５　Ｅメ
ール famisapo@sagamiharashishakyo.or.jp）へ

入会説明会
会　場時　間日にち
南保健福祉
センター午前１０時

　～１１時

１月１４日（土）

あじさい会館１月１８日（水）
　　２０日（金）

援助会員講習会〈全２回〉
会　場時　間日にち
南保健福祉
センター

①午前９時３０分
～午後３時３０分
②午前９時３０分
～午後４時　　

１月２１日（土）①
　　２８日（土）②

あじさい会館１月２３日（月）①
　　３１日（火）②

日　時　２月６日（月）午後１時３０分～４時
会　場　南保健福祉センター
講　師　大石  智さん（北里大学東病院精神科医師）　定　員　１００人（申込順）
申し込み　電話で２月２日までにコールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ

ここが聞きたい認知症
～認知症の基礎と最新情報～

認知症講演会

●健康診査・検診● ７０歳以上の人は無料

歯科健康診査（お口の健康診査）
対象・費用検査項目会　場日にち

対象　平成２３年４月２日～２４年４月１日に
４０～７０歳になる人

費用　５００円

 口  腔 内診査
こう くう

（むし歯や歯
周病の有無な
ど）

市内協力
医療機関随　時

がん検診
検診種目・費用・受付時間など会　場日にち
胃２，９００円、大腸５００円
子宮（ 頸 部のみ）１，７００円

けい

　　（頸部＋体部）２，２００円
乳（視触診のみ）７００円
　（視触診＋マンモグラフィ）２，０００円
肺（Ｘ線のみ）８００円
　（Ｘ線＋ 喀  痰 ）１，７００円

かく たん

※子宮（頸部＋体部）は、医師の判断
により実施します。

市内協力
医療機関随　時

施　

設

乳（視触診のみ）７００円
　（視触診＋マンモグラフィ）２，０００円
受付時間　午後１時～２時
申し込み　電話で健康企画課（1０４２－

７６９－９２２０）へ

メディカルセンター
日程はお問い
合わせくださ
い

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

南メディカルセンター

対象　○胃・大腸・肺＝４０歳以上の人　○子宮＝２０歳以上の女性
　　○乳（視触診のみ）＝３０歳以上の女性
　　　　（視触診＋マンモグラフィ）＝４０歳以上の女性で２年に１回の受診
注意　乳は、授乳中や生理中、生理前１週間は受診をご遠慮ください。

認知症サポーター養成講座
　認知症の症状や、認知症の人への基本的な接し方などを学びます。
日　時　１月３０日（月）午後２時～４時　　会　場　南保健福祉センター
対　象　市内在住か在勤・在学の人（介護サービス従事者を除く）＝９０人（申込順）
申し込み　電話で１月２６日までにコールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ

肝炎（Ｂ型・Ｃ型）ウイルス検査
会　場日にち費　用対　象

市内協力
医療機関随時

無料
１４歳以上で、肝炎ウイルス感染の心配
がある人（広範囲な外科的処置や妊娠・
出産時の多量出血の経験があるなど）

１，２００円４０歳以上で過去に肝炎ウイルス検査を
受けたことがない人

（特定）健康診査
検査項目会　場日にち費　用対　象

問診、身体
計測（腹囲・
ＢＭＩなど）、
血液検査、
尿検査など

市内協力
医療機関随時

１，０００円国民健康保険加入の４０～７４歳の人

無料後期高齢者医療制度加入の人

１，０００円医療保険未加入で生活保護を受給
している人など

※社会保険などに加入している人は、各医療保険者にお問い合わせください。

市内協力医療機関などで、健康診査やがん検診などを随時実施しています。

※健診には受診券が必要です。

※国民健康保険に加入している４０～７４歳の人、過去３年間にがん検診・お
口の健康診査・健康診査（７５歳以上）を受診した人などには、昨年４月
（一部の人は６月以降）に受診券を送付しています。

申し込み　受診券がない人は、コールセンター（1０４２－７７０－７７７７）へ
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